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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・岡沼　和久様～ゾルピデム酒石塩酸OD錠　7T処方となっています。

・中村　豊様～ピコスルファートNa内用液2本処方となっています。
・中川原　義雄様～スミルスチック2本処方となっています。
・伊藤　雄一様～便秘時ピコスルファートNa内服希望され、IFオーダー便秘時液剤の指示があり、ピコスルファートNa内容液1本処方となっています。
＜要注目患者様＞
・岡沼　和久様～昼夜逆転傾向にあり、昨日より服薬変更となっているが深夜帯1:35覚醒し、ゾルピデム（5）1T服用しています。日中は自室にて臥床している事もみられていますが、ホールや廊下にて他者交流見られており、表情よく過ごされています。スマホの充電の線を日中の自己管理を希望しており、主治医や管理者に確認してからになることを説明しています。今後も睡眠状況を観察して行きましょう。
・山下　幸子様～SST後より、中村寿昭様との距離感についてスタッフに話しながら感情失禁がみられています。レストランでも自ら距離をとる様子が見られて表情の硬さがみられています。今後も本人の訴えを傾聴し、適宜介入していきましょう。
・佐々木　悦子様～落ち着かずにいるため、ホールで過ごすように促すが308号室方面へ向かう事がみられて介入しています。スタッフの注意にも「何も悪い事はしていません」「悪い事なんてしたことありません」と話し、自室やトイレとの往復がみられています。他患者様より怒鳴られる事もみられていますがトラブルはありません。今後も所在確認を徹底し、適宜介入していきましょう。
・小笠原　文人様～深夜帯にて全身裸、下半身にタオルを巻いた状態で詰所に来られ、「うんこもらして、間に合わなくて…トイレに行ったけど便器におしめ入れちゃって、流していいですか？」と話しており、衣服を身に着けて頂くよう声掛けし、スタッフがトイレの状況を確認しています。排便済のリハビリパンツが便器内に入っており、その上に多量のトイレットペーパーを乗せているため、スタッフ側で除去しています。日中は、呂律不良で動作緩慢さはみられていますが、他者トラブルになる事はありません。今後も様子を確認し、他者トラブルに注意して適宜介入していきましょう。
・井上　和美様～気分変動がみられて、声高に他者と会話されています。話の切り上げが出来ずにおり、スタッフ介入しています。スタッフ介入にて他者トラブルはありません。今後も他者トラブルに注意し、適宜介入していきましょう。

